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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成24年12月13日(2012.12.13)

【公表番号】特表2012-507278(P2012-507278A)
【公表日】平成24年3月29日(2012.3.29)
【年通号数】公開・登録公報2012-013
【出願番号】特願2011-533932(P2011-533932)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   9/22     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/40     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
   Ｃ１２Ｎ   9/22    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/21    　　　　
   Ｃ０７Ｋ  16/40    　　　　
   Ａ６１Ｋ  48/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/04    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年10月23日(2012.10.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リボ核酸分解活性がなく、抗血管形成活性を有する単離されたヒト短縮型ＲＮＡＳＥＴ
２。
【請求項２】
　配列番号１のＮ末端のアミノ酸残基１～アミノ酸残基３２に対応するアミノ酸配列が欠
落している、請求項１に記載のヒト短縮型Ｔ２ＲＮａｓｅ。
【請求項３】
　配列番号２と少なくとも９５％同一であるアミノ酸配列を含む、請求項２に記載のヒト
短縮型ＲＮＡＳＥＴ２。
【請求項４】
　配列番号２または配列番号１４に示されるアミノ酸配列を含む、請求項２に記載のヒト
短縮型ＲＮＡＳＥＴ２。
【請求項５】
　配列番号１のＮ末端のアミノ酸残基１～アミノ酸残基４９に対応するアミノ酸配列が欠
落している、請求項１に記載のヒト短縮型ＲＮＡＳＥＴ２。
【請求項６】
　配列番号１のＮ末端のアミノ酸残基１～アミノ酸残基５２に対応するアミノ酸配列が欠
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落している、請求項１に記載のヒト短縮型ＲＮＡＳＥＴ２。
【請求項７】
　配列番号３または配列番号１５と少なくとも９５％同一であるアミノ酸配列を含む、請
求項６に記載のヒト短縮型ＲＮＡＳＥＴ２。
【請求項８】
　配列番号３または配列番号１５に示されるアミノ酸配列を含む、請求項６に記載のヒト
短縮型ＲＮＡＳＥＴ２。
【請求項９】
　配列番号１のＮ末端のアミノ酸残基１～アミノ酸残基６９に対応するアミノ酸配列が欠
落している、請求項１に記載のヒト短縮型ＲＮＡＳＥＴ２。
【請求項１０】
　配列番号１のＮ末端のアミノ酸残基２５、アミノ酸残基３２またはアミノ酸残基５２に
対応するアミノ酸座標の少なくとも１つにおけるシステイン残基が欠落している、請求項
１に記載のヒト短縮型ＲＮＡＳＥＴ２。
【請求項１１】
　配列番号１のＮ末端のアミノ酸残基２５およびアミノ酸残基３２に対応するアミノ酸座
標におけるシステイン残基が欠落している、請求項１０に記載のヒト短縮型ＲＮＡＳＥＴ
２。
【請求項１２】
　配列番号１のＮ末端のアミノ酸残基２５、アミノ酸残基３２およびアミノ酸残基５２に
対応するアミノ酸座標におけるシステイン残基が欠落している、請求項１０に記載のヒト
短縮型ＲＮＡＳＥＴ２。
【請求項１３】
　認識実体ペプチド配列をさらに含む、請求項１～１２のいずれかに記載のヒト組換え短
縮型ＲＮＡＳＥＴ２。
【請求項１４】
　前記認識実体ペプチド配列はＨｉｓタグである、請求項１３に記載のヒト組換え短縮型
ＲＮＡＳＥＴ２。
【請求項１５】
　アクチン結合活性を有する、請求項１～１４のいずれかに記載のヒト短縮型ＲＮＡＳＥ
Ｔ２。
【請求項１６】
　請求項１～１５のいずれかに記載のヒト短縮型ＲＮＡＳＥＴ２の精製された調製物。
【請求項１７】
　請求項１～１５のいずれかに記載のヒト短縮型ＲＮＡＳＥＴ２と、医薬的に許容される
キャリアとを含む医薬組成物。
【請求項１８】
　請求項１～１５のいずれかに記載の短縮型ヒトＲＮＡＳＥＴ２をコードする単離された
ポリヌクレオチド。
【請求項１９】
　配列番号４または配列番号５に示される核酸配列を含む、請求項１８に記載の単離され
たポリヌクレオチド。
【請求項２０】
　請求項１８又は１９に記載の単離されたポリヌクレオチドを含む、発現可能な核酸構築
物。
【請求項２１】
　細菌における核酸構築物の発現は、１リットルの細菌培養物あたり少なくとも５０ｍｇ
のヒト短縮型ＲＮＡＳＥＴ２を産生させる、請求項２０に記載の核酸構築物。
【請求項２２】
　請求項２０又は２１に記載の核酸構築物により形質転換された細胞。
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【請求項２３】
　前記細胞はＥ．ｃｏｌｉ細菌細胞である、請求項２２に記載の細胞。
【請求項２４】
　請求項２３に記載の細胞を複数含み、かつ、１リットルの培養物あたり少なくとも５０
ｍｇの短縮型ヒトＲＮＡＳＥＴ２を発現する細菌培養物。
【請求項２５】
　請求項１～１５のいずれかに記載の短縮型ヒトＲＮＡＳＥＴ２の、血管形成をその必要
性のある対象において阻害するための医薬品を製造するための使用。
【請求項２６】
　前記血管形成を阻害することは、腫瘍の血管形成を阻害することである、請求項２５に
記載の使用。
【請求項２７】
　前記腫瘍は良性腫瘍または悪性腫瘍である、請求項２６に記載の使用。
【請求項２８】
　前記腫瘍は原発性腫瘍である、請求項２６に記載の使用。
【請求項２９】
　前記腫瘍は転移腫瘍である、請求項２６に記載の使用。
【請求項３０】
　配列番号２、配列番号３、配列番号１４または配列番号１５のいずれかに示されるアミ
ノ酸配列を有するヒト短縮型ＲＮＡＳＥＴ２ポリペプチドを認識する抗体。
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